
 

 

 

 

令和７年度 事業計画 
            

 

【事業方針】   

 

県立音楽堂の指定管理を長年担うことで築いた人的ネットワークや経験を活かした音楽

堂を拠点とした音楽文化の普及・振興を行う。 

さらに、令和７年４月に開設する「ふくい文化創造センター」において、県とも連携し

ながら、子どもたちをはじめ県民の皆さまが文化芸術に触れる機会づくり、新たな文化創

造、社会的包摂につながる文化芸術活動を推進し、誰もが文化芸術を楽しめる環境づくり

を進める。 

 

Ⅰ 文化情報発信事業 

Ⅱ 未来人材育成事業 

Ⅲ 公演事業 

Ⅳ 文化活動促進・顕彰事業 

Ⅴ 新たな文化創造事業（共生社会実現プロジェクト） 

Ⅵ 県民主体の文化芸術活動支援事業 

Ⅶ 県民による文化創造機運醸成事業 

Ⅷ 文化芸術によるクリエイティブ経済の活性化事業 

 

 

 

【事業概要】 

         

Ⅰ 文化情報発信事業 ［７，０８２千円］ 

 情報誌の発行、ウェッブサイトやＳＮＳなどインターネットにより広く県民に対して文

化情報を発信する。 

 

(1) 情報誌発行事業（６，８０８千円）【指定管理事業、県受託事業】 

県内を中心とした文化事業、ホール公演、若手アーティスト 

（越のルビーアーティスト、若手作家）等の紹介をし、県民の 

文化芸術活動の一助とする。なお、全ての情報をホームページ 

において紹介する。 

 ・情報誌「季刊ブンカ」の発行（年４回） 

 

(2) インターネット情報発信事業（２７４千円）【指定管理事業】 

音楽堂・事業団のホームページやＳＮＳなどインターネットを中心 

とした情報発信を行い、利用促進を図る。 

 

 (3) 公演広報事業【指定管理事業】 

年間の公演情報を掲載したパンフレットを発行するとともに、ＬＩＮＥやフェイスブッ

クなどＳＮＳなどの媒体も活用し、主催公演の集客を図る。 

 

 

Ⅱ 未来人材育成事業 ［１４，２４６千円］ 

 音楽堂や学校での音楽鑑賞やドラムサークル体験など、子どもたちに優れた文化芸術に

触れる機会を提供することで、子どもたちの感性や豊かな心の醸成を図るとともに、次代

を担う人材育成を図るためセミナー等を開催する。 
 

     

 

季刊 ブンカ 



                              

 
 

 

(1) 子ども文化芸術体験１万人プロジェクト事業（７，２７６千円）【県受託事業】 

 子どもたちが様々な文化芸術に触れることで豊かな創造力、・想像力や思考力、コミュニ 

ケーション能力などを養うとともに、将来の芸術家や観客層を育成する。 

・小学生のための音楽鑑賞会の開催（６３８千円） 

   越のルビーアーティストによるミニコンサートを開催（３回） 

 ・中学校・特別支援学校での室内楽コンサートの開催（２，０８８千円） 

室内楽アンサンブルを中学校・特別支援学校へ派遣（１０校程度） 

 ・小学校・特別支援学校でのドラムサークル体験会の開催（２，９０４千円） 

ドラムサークル（打楽器アンサンブル）を小学校へ派遣（１５回程度） 

 ・子どもの公演鑑賞体験機会の提供（６００千円） 

県内文化施設の主催公演チケットを子どもに無料配布（２５公演程度） 

 ・アートキャリア講座の開催（１，０４６千円） 

文化芸術分野の進路を希望する中高生対象のアートキャリア講座の開催 

（４０名程度による通年講座：４回） 

 

(2) 未来の音楽人材育成事業（４，８９８千円）【指定管理事業】 

 県内で弦楽器を学ぶ児童・生徒・学生がアンサンブル（合奏）体験をし、校区を超えて

コミュニティ形成を実現する場としてセミナーを開催するとともに、音楽活動のレベルを

高めたい中学・高校生等を対象に、プロの音楽講師による若手人材の育成を図る。 

 ・「福井ジュニア弦楽アンサンブル・セミナー」の開催（４，０９２千円） 

   小学生から大学生までを対象にレベルに応じた２コース 

（ブルジョンコース、アーブルコース）による通年セミ 

ナーを実施 

 ・「ハーモニーアカデミー」の開催（８０６千円） 

   中高生を対象とした音楽基礎講座や主催公演鑑賞、 

進路にかかる個別相談等を実施 

 

(3) 出張音楽堂開催事業（２，０７２千円）【指定管理事業】 

 豊かな創造性・人間性を育てるため、県内の中学校・特別支援学校 

へ越のルビーアーティストを派遣し、中学生が優れた芸術を鑑賞する機会を提供する。 

・出張音楽堂の開催（１０校程度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ 公演事業 ［１９８，５９４千円］ 

 多様化する県民の興味・関心に対応しながら、舞台性に富んだ音楽と芸術を融合する公

演など、本物の魅力を伝える鑑賞機会を創出するための公演を開催する。 
 

１ 音楽公演事業〔１９６，５８６千円〕 

 

(1) ホール公演事業（１３８，２４５千円）【指定管理事業】   

世界に誇れるコンサートホールとして「ハーモニーホールふくい」ブランドを全国に発

信するとともに、県民の皆様から「県民の誇りとして親しまれる音楽堂」実現を目指し、

優れた音楽公演事業をはじめとする公演を開催する。（別表参照） 

 

 

 

 

 

福井ジュニア弦楽アンサンブル・セミナー 

出張音楽堂 



 

 

 

【鑑賞型】 

・国内外の一流の芸術性の高い公演やジャンルにとらわれない多彩な親しみやすい公演 
 

【育成・支援・参加型】 

 ・越のルビーアーティストの独創性を活かした企画「越のルビープロジェクト」 
・音楽堂のホール開放デーとして「オープンディズ２０２６」を開催 など 

（別紙参照） 

 

(2) 県民参加ミュージカル開催事業（５８，３４１千円）【指定管理事業】 

 音楽堂開館２５周年事業の一環として、２０２２年９月 

に初演した、ミュージカル「雪の女王」を新たなキャスト 

や新たなシーンを加え、新演出版として上演する。 

 ・ミュージカル「雪の女王」の公演開催 

（４回連続公演） 

 

 

 

２ スタッフ育成・活用事業〔２，００８千円〕 

 

(1) ホール人材養成事業（１，７１０千円）【指定管理事業】 
 来館者に快適かつ安全にコンサートを楽しんでもらうため、座席案内や緊急時の避難誘

導などを行う専門的な接客研修を受けたレセプショニストを配置する。 

 また、県内に舞台技術を専門に学べる機関がなく、専門技術者の高齢化が進み将来的に

人材難となることが予測されることも鑑みて、若手人材発掘のための体験会を実施し、舞

台全般の基礎知識から実践までスタッフワークについて知ってもらう機会を提供する。 

 ・レセプショニストの登録および資質向上研修会の実施（登録者数：５０名程度） 

 ・舞台技術体験会の開催 

舞台技術に興味のある高校生・大学生を対象に音楽堂で舞台技術を体験 

（３０名程度／２回実施予定） 

 

(2) ボランティア（ホールサポーター）設置（２９８千円）【指定管理事業】 

県立音楽堂に対する関心と愛着を高めるとともに、館のＰＲや業務の支援をしてもらう

ボランティアを運営する。 

・ボランティア（ホールサポーター）登録（登録者数：３０名程度） 

 

 

Ⅳ 文化活動促進・顕彰事業［２，０００千円］ 

 県民の文化芸術活動の促進を図るため、事業への後援や音楽堂の会員制度の運営および

地域社会で地道な活動を行っている個人や団体を顕彰する。 
 

１ 文化活動促進事業〔２，０００千円〕 
 

(1) 文化活動への後援事業【財団事業】 

地域の文化芸術振興を目的として、文化芸術活動に対して後援を行う。 
 

(2) 「ふくい文化友の会」運営事業（２，０００千円）【財団事業】 

 芸術文化を多くの方々に楽しんでいただけるよう、チケット割引特典などを設けた「ふ

くい文化友の会」会員制度を運営する。 
 

２ 文化活動顕彰事業 

 
(1)  野の花文化賞【財団事業】 ※隔年実施 
ふるさと文化を継承し、これを支えて努力している人や地域社会の中で個性豊かな生活

文化の創造と普及のため地道な活動を続けている個人や団体を顕彰する。 

 

ミュージカル「雪の女王」(R4.9.19) 



                              

 
 

 

Ⅵ 新たな文化創造事業(共生社会実現プロジェクト)［４１，６３５千円］ 
 文化芸術活動を通じて、障がい者・外国人・高齢者など多様な方々との共生社会の実現

を目指すとともに、新たな文化創造や文化芸術を通じた交流機会の拡大につながる事業を

実施する。 

 

１ インクルーシブ事業〔２３，８９９千円〕 

 

(1) インクルーシブ研修プログラム（２，３５３千円）【県受託事業】 

 社会的包摂の実現に向けたインクルーシブ事業の運営能力を身に付けるため、公共文化

施設や教員、アーティストなどを対象とした研修会を実施する。 

 ・インクルーシブ研修プログラムを開催（20名程度） 
 

(2) インクルーシブ公演事業（４，５３４千円）【指定管理事業】 

 障がいの有無、年齢に関わらず、誰もが気兼ねなく楽しめるコンサートを開催すること

で、それぞれの個性や価値観の違いを互いに認め合う共生社会の実現を目指す。 

・「バリアフリーコンサート 2025」の開催 

   障がいを持つ方や健常者がともに楽しめるコンサートを開催 

 ・「ミュージック・イン・ザ・ダーク®～闇に響く音～」の開催 

 

(3) 福祉施設へのアーティスト派遣事業（６０５千円）【県受託事業】 

文化施設に足を運ぶことが難しい方々に、文化芸術を通じて笑顔を届けるため、福祉施

設にアーティストを派遣し、高齢者や障がい者、施設に入所する子どもたちの生きがいづ

くりや活力向上を図る。 

 

(4) 障がい者アート展開催事業（１，８８８千円）【県受託事業】 

音楽堂２階の展示キャラリーに障がい者のアート作品を展示・公開することにより、音楽

公演の鑑賞を目的に音楽堂を訪れた方々にも障がい者アートの魅力に触れる機会とする。 

 

(5) みんながアートでつながるプロジェクト事業（１４，５１９千円）【県受託事業】 

 障がいの有無、世代等に関わらず様々な人たちが作り出したアート作品を一堂に展示す

る展覧会を開催することで、多様性の意義と価値への理解を促進するとともに、才能ある

美術作家を発掘し、育成につなげる。 

 ・「まるまるつながるアートてん まる」の開催 

   障がい者、子ども、現代美術作家のアート作品を一堂に展示する展覧会を開催 
 

 

２ 新たな文化創造・交流事業〔１７，７３７千円〕 

 

(1)  多文化共生事業（２，８５７千円）【指定管理事業】 

 異文化理解の促進を図るため、海外の伝統音楽コンサートを開催するとともに、北欧文

化の理解促進に向けて、国際交流団体とも連携して誰でも参加できるマーケットを開催す

る。 

 ・「北欧の夏至祭～ヴェスタノーが奏でるスウェーデン伝統音楽の世界～」の開催 

 

(2) 熊川宿若狭芸術祭開催事業（１４，８８０千円）【実行委員会事業】 

国内外から優れたアーティスト等を招聘し、地域住民に優れた文化芸術を身近に接する

機会を提供するとともに、滞在するアーティストが地域の歴史・文化をもとにした創造的

な表現活動（公開制作など）を通じて広く発信し、若狭熊川宿が「世界の文化交流拠点地

域」となることを目指す。 

 ・「臨場・臨場展」の開催 

   国内外の現代美術作家や障がい者アーティストが一定期間滞在し、公開制作を実施 

  



 

 

 

・子ども美術の公開 

   若狭町立保育園での子どもたちの自由な造形活動・絵画制作活動の公開、作品展示 

 ・おむすびコンサートの開催 

   熊川宿で音を創り、地元住民に音楽を届けるコンサートを開催 

（アウトリーチ公演含む） 

 ・「東極展」の開催 

   国内外の現代美術作家のアート作品の展示会を開催 など 

 

 

Ⅶ 県民主体の文化芸術活動支援事業［６０，２６８千円］ 

相談窓口の強化や文化団体の活動に対する指導や助言等の伴走支援を行うアーツカウン

シル機能を構築し、文化芸術活動実践団体への助成や伴走支援を行うことで、地域課題の

解決、新たな文化創造、人材育成につなげる。 
 

(1) アーツカウンシル機能構築事業（２２，６５８千円）【県受託事業】 

 文化芸術に関する知見を持つ専門スタッフを配置し、文化芸術活動団体に対する指導・

助言等の伴走支援を行うアーツカウンシル機能を構築する。 

・芸術文化アドバイザー設置事業（３，０８０千円） 
アート、デザイン、演劇など各分野の専門家を「芸術文化アドバイザー」として 
配置 

・文化芸術活動団体を伴走支援するスタッフの配置（１９，５７８千円） 

文化芸術活動を行う団体をサポートする専門スタッフ（地域おこし協力隊）を配置 
 

(2) アートプロジェクトによる文化芸術創造事業（３７，６１０千円）【県受託事業】 

文化芸術活動実践団体が行うアートプロジェクトに対する助成や伴走支援を通じて、 
団体の活動を広く発信し、担い手の育成や活動機会の拡大などを図る。 
・アートプロジェクト支援事業（助成金）の交付 

 ・文化芸術活動者相互の交流を図る文化芸術ミーティングや成果発表会などを開催 

 ・誰でも気軽にアートについて語り合う「アート茶会」を開催（毎月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

インクルーシブコンサート（若狭町） 
 

 
写真 

 

アーティスト・イン・レジデンスと学校へのアウトリーチ（福井市） 

アートを活用した商店街活性化事業（勝山市） 
 

 

アート茶会の様子 
 



                              

 
 

Ⅷ 県民による文化創造機運醸成事業［１８，０４９千円］ 

県民の皆さま自らが望むかたち（鑑賞、参加、創造など）で文化芸術に親しむ機会を持

ち、身近な暮らしの中に文化芸術を取り入れ、「創造性を育む」、「自己実現を果たす」ある

いは「交流を拡げ、ともに楽しむ」ことによって、心豊かで潤いのある生活を送ることが

できる地域社会をつくり、文化芸術に溢れ、賑やかなまちづくりを推進する。 
 

(1) 「越のルビーアーティスト」派遣事業（１，５８１千円）【県受託事業】 

企業や団体などによる「越のルビーアーティストバンク」の利用を促進するため、アー

ティスト派遣費用の一部負担と利用しやすい環境を整備する。 

 

(2) 「芸術文化人材データベース」活用促進事業（３９５千円）【県受託事業】 

芸術文化人材データベースの利活用の促進を図るため、公民館や民間団体とマッチング

が成立した場合に利活用奨励金を支給する。 

 

(3) 音楽を活用したまちづくり推進事業（１０，７９９千円）【県受託事業】 

民間企業や団体と連携、運営協力しながら、まちなかで気軽に音楽に触れることができる

機会を創出する。 

 ・市町ホールを拠点とする音楽サークルへの側面支援（７市町） 

 ・ドラムサークルを活用した仲間づくり［連携：福井県連合婦人会］ 

   こども園や公民館などに出向いてドラムサークルを実施 

 ・まちなかでのミニライブを開催（５ヶ所程度） 

 ・「マンスリークラシック in ＵＬＯ」開催への協力（毎月） 

［主催：まちづくり福井㈱］ 

 
 

(4) みんなのまちなかステージ設置支援事業（５，２７４千円）【県受託事業】 

 まちなかでダンス、演劇、アートなど、様々なジャンルの文化芸術活動を誰もが発表で

きる簡易なステージを開放する民間の活動を支援し、気軽に文化芸術に触れる機会を増や

す。 
 ・「まちなかステージ」の設置（３ヶ所程度） 
 

 

Ⅸ 文化芸術によるクリエイティブ経済の活性化事業［２，７９０千円］      

  ビジネスマンが文化芸術に触れる機会やアートと経済社会について考える機会を設け、

企業価値創造や人材育成につなげるとともに、企業による文化活動の促進につながる取組

みを検討する研究会を設置・運営する。 

 

(1) ビジネスパーソンのための文化芸術セミナー開催事業 

（１，４１９千円）【県受託事業】 

企業の役員やビジネスパーソンが文化芸術に触れ、アート 

と経済社会について考える機会を設けることで、県内企業の 

企業価値創造につなげる。 

・ビジネスパーソンのための文化芸術セミナー開催（３回） 

   講演とミニコンサートをセットにしたセミナーを開催 

 

 

(2)  企業の文化活動促進研究会の設置・運営事業（１，３７１千円）【県受託事業】 

 企業の価値創造や人材育成に加え、県内の文化芸術の醸成や次世代育成、地域の持続的

発展につなげていくため、企業による文化活動の促進につながる仕組み等を検討する。 

・企業の文化活動促進研究会の設置・運営（７回程度） 

企業の文化活動を促進につながる仕組みや施策等を調査・検討 

こども園でのドラムサークル 
 

文化芸術セミナー 
 






